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茨城さいばいだより令和元年５月１日 （P.1）

　
　

ヒ
ラ
メ
資
源
増
大
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業

　

漁
業
者
の
負
担
金
の
ほ
か
、
県
の
補
助
金
の
交
付

を
受
け
、
ヒ
ラ
メ
の
種
苗
生
産
を
行
い
放
流
す
る
と

と
も
に
、
放
流
効
果
を
把
握
す
る
た
め
、
市
場
調
査

を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

①
種
苗
生
産
・
放
流

　

１
０
０
㎜
サ
イ
ズ
ま
で
の
ヒ
ラ
メ
の
種
苗
を
表
１

を
目
安
に
生
産
し
、
関
係
漁
協
の
協
力
を
得
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
先
海
面
に
放
流
し
ま
す
。

②
放
流
効
果
把
握
調
査

　

ヒ
ラ
メ
の
放
流
効
果
を
把
握
す
る
た
め
、
県
内
各

産
地
市
場
の
卸
売
り
業
務
を
行
っ
て
い
る
漁
協
等
に

委
託
し
て
、
漁
業
種
類
毎
に
漁
獲
さ
れ
る
ヒ
ラ
メ
の

全
長
測
定
と
混
入
さ
れ
て
い
る
放
流
魚
の
尾
数
等
の

状
況
を
調
査
し
ま
す
。

　
　

水
産
種
苗
生
産
技
術
開
発
事
業

①
放
流
用
種
苗
生
産
事
業
（
ア
ワ
ビ
）

　

県
の
委
託
を
受
け
て
ア
ワ
ビ
種
苗
を
表
１
を
目
安

に
生
産
し
、
県
の
指
示
に
よ
り
配
付
し
ま
す
。

②
配
付
用
種
苗
生
産
事
業
（
ア
ユ
）

　

県
の
委
託
を
受
け
て
ア
ユ
種
苗
を
表
１
を
目
安
に

生
産
し
、
県
の
指
示
に
よ
り
配
付
し
ま
す
。

③
種
苗
量
産
技
術
開
発
事
業
（
ハ
マ
グ
リ
）

　

県
の
委
託
を
受
け
て
、
表
１
を
生
産
規
模
と
す
る

鹿
島
灘
は
ま
ぐ
り
の
種
苗
量
産
技
術
開
発
お
よ
び
親

貝
早
期
成
熟
技
術
開
発
等
を
行
い
ま
す
。

④
種
苗
生
産
基
礎
技
術
開
発
事
業
（
ソ
イ
類
）

　

県
の
委
託
を
受
け
て
、
表
１
を
生
産
規
模
と
す
る

ソ
イ
類
の
種
苗
生
産
基
礎
技
術
開
発
を
行
い
ま
す
。

⑤
種
苗
生
産
基
礎
技
術
開
発
事
業
（
マ
コ
ガ
レ
イ
）

　

県
の
委
託
を
受
け
て
、
表
１
を
生
産
規
模
と
す
る
マ

コ
ガ
レ
イ
の
種
苗
量
産
基
礎
技
術
開
発
を
行
い
ま
す
。

　
　

栽
培
漁
業
セ
ン
タ
ー
保
守
管
理
事
業

　

県
の
委
託
を
受
け
て
、
茨
城
県
栽
培
漁
業
セ
ン
タ
ー

の
機
械
設
備
の
定
期
点
検
、
夜
間
・
休
日
の
警
備
な

ど
施
設
・
設
備
の
維
持
管
理
を
行
う
ほ
か
、
展
示
施

設
を
適
切
に
管
理
し
ま
す
。

　
　

栽
培
漁
業
普
及
事
業

　

茨
城
の
つ
く
り
育
て
る
漁
業
の
普
及
啓
発
を
図
る

た
め
、
展
示
施
設
等
の
一
般
見
学
者
の
受
け
入
れ
の

ほ
か
、
次
の
事
業
を
行
い
ま
す
。

①
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
へ
の
参
加

　

水
産
資
源
の
維
持
培
養
と
海
の
環
境
保
全
に
対
す

る
国
民
の
意
識
高
揚
等
を
図
る
第
39
回
全
国
豊
か
な

海
づ
く
り
大
会
（
令
和
元
年
9
月
8
日
、
秋
田
県
で

開
催
）
へ
の
参
加
を
支
援
す
る
た
め
、
同
大
会
茨
城

県
参
加
団
に
対
し
助
成
し
ま
す
。

②
機
関
誌
の
発
行
等
普
及
事
業
の
実
施

・ 

栽
培
漁
業
な
ど
つ
く
り
育
て
る
漁
業
を
推
進
す
る

た
め
、当
協
会
の
機
関
誌
「
茨
城
さ
い
ば
い
だ
よ
り
」

の
発
行
及
び
栽
培
漁
業
啓
発
用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

作
成
す
る
ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
よ
り
当
協

会
の
活
動
や
茨
城
県
栽
培
漁
業
セ
ン
タ
ー
の
施
設

を
紹
介
し
ま
す
。

・ （
公
社
）
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
推
進
協
会
発
行
の

機
関
誌
を
関
係
団
体
に
配
布
す
る
と
と
も
に
、
関

係
中
央
団
体
の
予
算
陳
情
活
動
等
に
参
加
し
て
参

り
ま
す
。

・ 

茨
城
県
漁
業
研
究
協
議
会
や
茨
城
県
漁
業
士
会
に

助
成
し
、
そ
の
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

平
成
平
成
3131
年
度
事
業
計
画

年
度
事
業
計
画

事　業　名 魚種名 生産計画 放流・配付先等種苗サイズ 目標数

⑴ヒラメ資源増大
　パイロット事業

ヒラメ 100㎜（全長） 85 万尾
・北茨城市から神栖市地先海面に放流
　 （具体的な放流場所及び尾数は、栽培
推進協議会で協議決定する）

⑵水産種苗生産技術開発事業
　①放流用種苗生産事業（アワビ） アワビ 35㎜（殻長） 30 万個 ・沿海漁協等
　②配付用種苗生産事業（アユ） アユ 70㎜（全長） 20 万尾 ・県内業者等

　③種苗量産技術開発事業
　　（ハマグリ）

鹿島灘
はまぐり 2㎜（殻長）1,000 万個

・浮遊幼生期の生残率向上を目指した技術
開発試験を実施

・県水産試験場に引き渡し（放流調査用）
　④種苗生産基礎技術開発事業
　　（ソイ類） ソイ類 30㎜（全長） 2万尾 ・県水産試験場に引き渡し（放流調査用）

　⑤種苗生産基礎技術開発事業
　　（マコガレイ） マコガレイ 30㎜（全長） 20 万尾 ・県水産試験場に引き渡し（放流調査用）

２ １

３４

表1　平成31年度種苗生産計画



茨城さいばいだより 令和元年５月１日（P.2）

平成30年度　生産実績及び放流実績
１．種苗生産魚種

種　名
生 産 実 績

（栽培漁業協会） 放流・引渡し実績

全長･殻長 数量 全長･殻長 数量 放流引渡場所・用途等

ヒラメ 138㎜ 51.8万尾 138㎜ 51.8万尾

 ・自前養成魚の産卵不調により山形県及び青森県
から受精卵を確保した。
 ・8/7 ～ 12/16　 県内海域へ放流した。
 ・ふ化直後に生物餌料が原因と考えられる減耗が
あり計画尾数を下回った。

アワビ 35㎜ 26.98万個 35㎜ 26.98万個

 ・6/26 ～ 8/6 に県へ引き渡した。
 ・H30 放流種苗は 5月に発生した赤潮の影響で減
耗し、26.98 万個体の放流となった。
 ・H31 放流種苗については、順調に育成中。
 ・H32 放流種苗については、4 ～ 6 月・10 ～ 11
月にかけて採卵を実施。

ア　ユ 59～70㎜ 31.6万尾 59～70㎜ 31.6万尾
 ・2/5 ～ 3/20 に県へ引き渡した。
　（内訳）販売用　　　60～70mm  11.6万尾
　　　　　親魚養成用   59mm　　　0.2 万尾
　　　　　河口放流用   64mm　　 19.8 万尾

２．技術開発魚種

種　名
生 産 実 績

（栽培漁業協会） 放流・引渡し実績

全長･殻長 数量 全長･殻長 数量 放流引渡場所・用途等

鹿島灘
はまぐり

0.7～1.1㎜ 569.9万個 0.7～1.1㎜ 569.9万個

○種苗生産技術開発事業
 ・餌料藻類の栄養価に着目し、今年度もH29 年
度に幼生飼育成績の良かった市販のケイ藻と水
質安定効果や細菌増殖抑制物質を分泌するとさ
れる藻種の組み合わせを中心に飼育試験を行っ
た。しかし、今年度は補助餌料として添加した
藻種の純粋培養不調が原因と推測される斃死が
あり、幼生飼育99例中27例で6,361.1万個体 (平
均生残率 5.9%) の沈着稚貝を得られたが、平均
生残率は昨年度 (37.2%) より低くなった。
 ・10/24、12/6 に県へ引き渡した。県 (水産試験場 )
が 10/26 に ALC標識を付け鹿嶋市平井海岸へ、
12/6 は無標識にて同海岸へ放流した。

ソイ類 ― ― ― ―
○種苗生産基礎技術開発事業
・前年度からの養成ソイ類親魚49尾に加え、新た
に24尾のソイ類親魚を天然から入手したが妊娠
した親魚が確保できず、仔魚が得られなかった。

マコガレイ
36.6㎜ 40.8万尾 36.6㎜ 40.8万尾

○種苗生産基礎技術開発事業
・平成29年度採卵種苗。
・冷凍コペポーダを用いて給餌作業の省力化試験
を実施した。
・4/24～27に県へ引き渡した。

14～20㎜ 約50万尾 － － 平成30年度採卵種苗（令和元年度に放流予定）
・サイズ、数量は3月18日の測定値



茨城さいばいだより令和元年５月１日 （P.3）

　

栽
培
漁
業
セ
ン
タ
ー
で
は
平
成
25
年
度
か
ら
マ

コ
ガ
レ
イ
の
技
術
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

県
が
策
定
し
た
第
7
次
茨
城
県
栽
培
漁
業
基
本
計

画
（
Ｈ
29
〜
33
）
に
お
い
て
も
正
式
に
栽
培
対
象

魚
種
に
加
わ
り
、
平
成
29
年
度
採
卵
分
の
生
産
か

ら
次
の
ス
テ
ッ
プ
と
な
る
大
型
水
槽
を
用
い
た
量

産
技
術
開
発
へ
進
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
生
産

目
標
は
そ
れ
ま
で
の
30
㎜
・
2
万
尾
か
ら
10
倍
の

20
万
尾
に
増
え
ま
し
た
。

　

前
回
26
号
で
は
生
産
途
中
ま
で
の
報
告
で
し
た

の
で
、
今
回
は
そ
の
続
き
を
報
告
し
ま
す
。

　

マ
コ
ガ
レ
イ
で
は
初
め
て
大
型
水
槽
を
用
い
た

飼
育
で
し
た
が
、
そ
の
中
で
最
も
苦
労
し
た
作
業

は
水
槽
掃
除
で
し
た
。
マ
コ
ガ
レ
イ
の
飼
育
で
は

週
に
2
〜
3
回
の
頻
度
で
水
槽
底
面
に
沈
下
し
て

溜
ま
っ
た
汚
れ
を
掃
除
専
用
の
ブ
ラ
シ
と
ホ
ー
ス

を
使
っ
て
吸
い
出
し
ま
す
。
飼
育
環
境
を
良
好
に

保
つ
た
め
に
欠
か
せ
な
い
作
業
の
１
つ
で
す
。
水

槽
掃
除
の
や
り
方
は
他
の
魚
種
で
も
ほ
ぼ
同
じ
で

す
が
、
ヒ
ラ
メ
や
マ
コ
ガ
レ
イ
は
成
長
す
る
と
着

底
し
て
底
面
で
の
生
活
に
移
行
す
る
た
め
、
掃
除

の
際
に
は
汚
れ
と
一
緒
に
多
く
の
種
苗
を
吸
い
出

し
て
し
ま
い
ま
す
。
吸
い
出
し
た
汚
れ
や
種
苗
は

100
Ｌ
水
槽
で
受
け
、
そ
の
中
か
ら
種
苗
を
バ
ケ
ツ

で
丁
寧
に
す
く
い
出
し
、
飼
育
水
槽
へ
戻
し
て
や

り
ま
す
。
ヒ
ラ
メ
飼
育
で
も
や
っ
て
い
る
慣
れ
た

作
業
で
し
た
が
、
吸
い
出
さ
れ
る
数
の
多
さ
は
ヒ

ラ
メ
以
上
で
、
掃
除
を
す
る
度
に
バ
ケ
ツ
で
何
杯

も
何
杯
も
種
苗
を
す
く
い
出
し
て
は
飼
育
水
槽
へ

戻
す
作
業
を
や
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
前
年
度
ま
で
の
小
型
水
槽
を
用
い
た
試

験
飼
育
で
は
無
か
っ
た
こ
と
で
す
。
や
は
り
、
飼

育
水
槽
が
大
き
く
な
っ
た
こ
と
で
、
水
槽
掃
除
や

エ
サ
や
り
等
の
飼
育
作
業
一
つ
一
つ
で
こ
れ
ま
で

よ
り
も
時
間
や
労
力
が
掛
か
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

こ
れ
ま
で
ヒ
ラ
メ
等
で
培
っ
て
き
た
飼
育
技
術
を

フ
ル
活
用
す
る
こ
と
で
何
と
か
無
事
に
計
画
サ
イ

ズ
ま
で
飼
育
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
4
月
下
旬
、
生
産
計
画
30
㎜
・
20
万

尾
を
上
回
る
平
均
全
長
36.6
㎜
・
40
万
8
千
尾
を
常

陸
那
珂
港
の
岸
壁
か
ら
放
流
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

放
流
し
た
種
苗
が
1
尾
で
も
多
く
生
き
残
る
こ

と
を
願
う
と
と
も
に
、
近
い
将
来
、
マ
コ
ガ
レ
イ

の
放
流
種
苗
が
ヒ
ラ
メ
と
同
じ
よ
う
に
資
源
を
支

え
る
存
在
に
な
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
生
産
目
標
20
万
尾
の
達
成
と
安
定

生
産
に
向
け
た
量
産
技
術
開
発
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。

マ
コ
ガ
レ
イ
種
苗
を

マ
コ
ガ
レ
イ
種
苗
を
4040
万
尾
放
流
し
ま
し
た

万
尾
放
流
し
ま
し
た
！！！！

山　

田　
　

浩（
魚
類
科
）

写真　放流前３～４cmのマコガレイ種苗 写真　マコガレイ種苗の放流（常陸那珂港）
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鹿
島
灘
は
ま
ぐ
り
の
種
苗
生
産
に
た
ず
さ
わ
っ
て

鹿
島
灘
は
ま
ぐ
り
の
種
苗
生
産
に
た
ず
さ
わ
っ
て

　
　
　
　

〜
採
用
１
年
目
を
振
り
返
っ
て
〜

　
　
　
　

〜
採
用
１
年
目
を
振
り
返
っ
て
〜

（P.4）

　

私
は
平
成
30
年
度
か
ら
、
茨
城
県
栽
培
漁
業
協

会
で
鹿
島
灘
は
ま
ぐ
り
種
苗
生
産
の
担
当
と
な
り

ま
し
た
。
大
学
で
は
ア
シ
ナ
ガ
バ
チ
の
研
究
を
し
て

お
り
、
ハ
マ
グ
リ
に
つ
い
て
は
全
く
の
専
門
外
で
し

た
。
ま
ず
初
め
に
覚
え
た
こ
と
は
、
ハ
マ
グ
リ
の
餌

と
な
る
藻
類
（
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
）
の
培
養
で
す
。

ハ
マ
グ
リ
は
入
水
管
か
ら
水
と
一
緒
に
藻
類
を
吸
い

込
み
、
体
内
で
濾
し
て
藻
類
の
み
を
食
べ
ま
す
。
し

か
し
、
実
際
に
自
然
海
で
ハ
マ
グ
リ
が
ど
の
よ
う
な

藻
類
を
食
べ
て
い
る
の
か
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
、
ハ
マ
グ
リ
に
最
適
な
餌
を
探
す

た
め
に
当
協
会
で
は
様
々
な
藻
類
を
培
養
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
藻
類
に
は
サ
イ
ズ
（
大
き
さ
）
や

栄
養
価
に
特
徴
が
あ
り
、
サ
イ
ズ
が
大
き
い
藻
類
を

親
貝
に
与
え
た
り
、
栄
養
価
が
高
い
と
さ
れ
る
藻
類

を
幼
生
や
稚
貝
に
与
え
た
り
と
様
々
な
試
験
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

餌
と
な
る
藻
類
を
培
養
す
る
に
は
地
上
の
植
物
と

同
じ
よ
う
に
光
・
水
・
空
気
・
肥
料
が
必
要
で
す
。

ガ
ラ
ス
質
の
殻
を
も
つ
ケ
イ
藻
の
仲
間
に
は
培
養
に

ケ
イ
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
（
水
ガ
ラ
ス
）
も
必
要
に
な
る

種
が
あ
り
ま
す
。
慣
れ
な
い
作
業
の
た
め
最
初
の
う

ち
は
、肥
料（
栄
養
塩
）の
入
れ
忘
れ
な
ど
が
あ
り
藻

類
の
培
養
不
調
を
起
こ
し
て
し
ま
い
大
変
で
し
た
。

　

ハ
マ
グ
リ
の
産
卵
期
は
自
然
界
で
は
7
〜
8
月
が

盛
期
で
、
当
協
会
で
は
5
〜
9
月
に
採
卵
を
行
っ
て

い
ま
す
。
自
然
界
よ
り
早
め
の
5
〜
6
月
に
採
卵
を

行
い
、暖
か
い
時
期
に
放
流
を
可
能
に
す
る
こ
と
で
、

稚
貝
の
生
残
率
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
ハ
マ
グ
リ
は
自
然
海
水
温
よ
り
少
し

高
く
加
温
す
る
こ
と
で
放
精
・
放
卵
を
誘
発
さ
せ
る

の
で
す
が
、
実
際
に
放
精
・
放
卵
が
始
ま
ら
な
い
と

メ
ス
・
オ
ス
が
分
か
り
ま
せ
ん
。
通
常
は
オ
ス
が
少

し
早
く
放
精
を
始
め
る
の
で
す
が
、
別
の
水
槽
に
移

さ
な
い
と
水
槽
内
が
真
っ
白
に
な
っ
て
し
ま
い
、
卵

が
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
て
し
ま
い
ま
す
。
初
め
の
う
ち

は
作
業
が
慣
れ
な
い
た
め
に
、
卵
と
精
子
の
違
い
が

分
か
ら
ず
、
水
槽
内
が
真
っ
白
に
な
っ
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
な
ん
と
か
後
半
に
は
一
人
で

採
卵
作
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
採
卵
翌
日
に
は
受
精
し
た
卵
が
ふ
化
し
、
そ
の

後
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
Ｄ
の
形
を
し
た
Ｄ
状
幼
生
に

変
態
し
ま
す
。
そ
の
際
、
Ｄ
状
幼
生
が
つ
ら
ら
状
に

集
ま
る
担
当
者
し
か
見
ら
れ
な
い
光
景
を
実
際
に
自

分
の
目
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
光

景
に
ハ
マ
グ
リ
の
生
態
の
不
思
議
を
感
じ
た
た
め
、

種
苗
生
産
の
過
程
で
は
採
卵
が
特
に
記
憶
に
残
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
12
月
17
・
18
日
に
神
奈
川
県
横
浜
市
で
行

わ
れ
た
二
枚
貝
類
飼
育
技
術
研
究
会
に
参
加
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
全
国
の
二
枚
貝
類
生
産
に
従
事
し
て
い

る
関
係
者
が
一
同
に
集
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
成
果
を

発
表
し
、
互
い
に
疑
問
点
や
問
題
点
を
相
談
す
る
場

で
す
。
ハ
マ
グ
リ
以
外
に
も
マ
ガ
キ
・
ア
サ
リ
・
ア

ゲ
マ
キ
・
サ
ル
ボ
ウ
ガ
イ
等
の
種
苗
生
産
方
法
な

ど
の
発
表
が
あ
り
、
他
機
関
が
ど
う
や
っ
て
生
産

し
て
い
る
か
知
る
こ
と
が
で
き
大
変
勉
強
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
当
協
会
で
は
餌
と
な
る
藻
類
へ
の
別

の
藻
類
・
原
生
動
物
の
混
入
が
多
い
た
め
、
他
機
関

で
行
わ
れ
て
い
る
混
入
対
策
を
質
問
す
る
と
フ
ィ
ル

タ
ー
設
置
等
の
有
効
な
方
法
を
教
え
て
い
た
だ
け
た

の
で
、
こ
れ
か
ら
現
場
で
活
か
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

当
協
会
で
は
種
苗
生
産
の
施
設
に
加
え
て
、
栽
培

漁
業
の
大
切
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
一
般
の
方

が
見
学
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
施
設
も
あ
り
ま
す
。

私
は
普
及
啓
発
業
務
の
副
担
当
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
見
学
案
内
を
行
い
ま
し
た
。
小
学
生
に
施
設
内

や
栽
培
魚
種
の
説
明
を
す
る
と
「
な
ぜ
、
ヒ
ラ
メ
は

卵
か
ら
生
ま
れ
た
時
は
普
通
の
魚
と
同
じ
形
で
平
た

く
な
い
の
か
？
」
と
鋭
い
質
問
を
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
返
答
に
困
っ
て
し
ま
い
、
魚
類
に
つ
い
て
も
未
熟

で
あ
る
こ
と
を
感
じ
、
自
分
の
側
こ
そ
勉
強
さ
せ
ら

れ
る
思
い
で
し
た
。

　

現
在
、
鹿
島
灘
は
ま
ぐ
り
種
苗
生
産
は
技
術
開
発

の
段
階
で
す
。
ま
だ
ま
だ
未
熟
な
身
で
は
で
あ
り
ま

す
が
安
定
し
た
種
苗
生
産
が
で
き
る
よ
う
生
産
方
法

を
確
立
し
、
茨
城
の
海
の
ハ
マ
グ
リ
を
増
や
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

松　

永　

夏　

希
（
貝
類
科
）

松　

永　

夏　

希
（
貝
類
科
）



茨城さいばいだより令和元年５月１日

○ 

は
ま
ぐ
り
漁
獲
量
の
増
加
と

平
成
26
年
生
ま
れ

　

鹿
島
灘
は
ま
ぐ
り
（
以
下
、
は
ま
ぐ
り
）
は

本
県
を
代
表
す
る
二
枚
貝
で
、
全
国
有
数
の
水

揚
が
あ
り
ま
す
。
は
ま
ぐ
り
資
源
は
数
年
に
一

度
の
大
規
模
な
発
生
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
き

ま
し
た
が
、
平
成
５
年
以
降
、
大
規
模
な
発
生

が
見
ら
れ
ず
資
源
は
減
少
傾
向
と
な
り
、
平
成

初
期
に
１
、０
０
０
ト
ン
を
超
え
て
い
た
漁
獲

量
も
近
年
は
１
０
０
ト
ン
前
後
と
低
迷
し
て
い

ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
平
成
26
年
生
ま
れ
の
は
ま

ぐ
り
の
生
残
り
が
良
く
久
々
の
大
規
模
発
生
と

な
り
、
平
成
29
年
以
降
は
漁
獲
量
が
上
向
き
と

な
っ
て
い
ま
す
（
図
1
）。
今
回
は
平
成
26
年

生
ま
れ
の
は
ま
ぐ
り
資
源
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

す
。

（P.5）

鹿
島
灘
は
ま
ぐ
り
の
資
源
状
況

鹿
島
灘
は
ま
ぐ
り
の
資
源
状
況

　
　
　
　
　
　

〜
漁
業
を
支
え
る
平
成

　
　
　
　
　
　

〜
漁
業
を
支
え
る
平
成
2626
年
生
ま
れ
〜

年
生
ま
れ
〜

0
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1000
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図1　はまぐり漁獲量の推移

図2  地先ごとのはまぐり推定漁獲対象資源量（平成30年調査結果）



茨城さいばいだより 令和元年５月１日（P.6）

○ 

21
年
ぶ
り
の
大
規
模
発
生
と

な
っ
た
平
成
26
年
生
ま
れ

　

夏
に
生
ま
れ
る
は
ま
ぐ
り
は
次
の
年
の
春
に

大
き
さ
２
㎜
程
度
の
稚
貝
に
成
長
し
、
波
打
ち

際
の
砂
浜
に
現
れ
ま
す
。
成
長
と
と
も
に
波
打

ち
際
か
ら
水
深
２
ｍ
以
深
の
沖
合
に
移
動
し
、

３
歳
で
殻
長
約
６
㎝
と
な
り
漁
獲
の
対
象
と
な

り
ま
す
。

　

平
成
26
年
生
ま
れ
の
は
ま
ぐ
り
は
翌
年
の
平

成
27
年
の
調
査
に
お
い
て
、
鹿
島
灘
の
広
い
範

囲
に
分
布
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
平
成

29
年
に
は
沖
合
（
水
深
２
〜
６
ｍ
）
で
の
分
布

状
況
調
査
で
、
平
成
26
年
生
ま
れ
と
推
定
さ
れ

る
７
㎝
未
満
の
貝
が
各
地
先
の
距
岸
２
０
０

ｍ
、水
深
３
ｍ
以
浅
で
多
数
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

特
に
、
今
ま
で
資
源
が
少
な
か
っ
た
神
栖
市
地

先
（
須
田
〜
南
部
保
護
水
面
）
で
多
い
の
が
特

徴
的
で
す
。
こ
れ
ら
の
は
ま
ぐ
り
は
平
成
30
年

に
さ
ら
に
１
㎝
程
度
成
長
し
、
少
し
ず
つ
沖
側

に
分
布
を
広
げ
て
い
ま
し
た
（
図
２
）。

○ 

平
成
26
年
生
ま
れ
の
上
手

な
利
用

　

調
査
結
果
を
も
と
に
水
産
試
験
場
で
推
定
し

て
い
る
は
ま
ぐ
り
の
漁
獲
対
象
資
源
量
の
推
移

を
図
３
に
示
し
ま
し
た
。
平
成
10
年
以
降
減
少

し
て
い
た
推
定
個
数
は
、
平
成
26
年
生
ま
れ
が

加
入
し
た
こ
と
で
平
成
29
年
に
増
加
し
ま
し
た

が
、
平
成
30
年
に
は
漁
獲
等
に
よ
り
減
少
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
は
ま
ぐ
り
推
定
資
源
量
は
平
成
10
年

頃
と
比
較
す
る
と
依
然
と
し
て
少
な
い
状
況
に

あ
り
、
平
成
27
年
以
降
に
生
ま
れ
た
貝
の
大
規

模
発
生
は
確
認
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
は
ま
ぐ

り
は
寿
命
が
25
歳
以
上
で
長
期
間
漁
獲
で
き
る

資
源
で
あ
り
、
次
の
大
規
模
発
生
ま
で
の
間
、

現
在
漁
獲
の
主
体
と
な
っ
て
い
る
平
成
26
年
生

ま
れ
を
計
画
的
に
利
用
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
す
。

 

（
茨
城
県
水
産
試
験
場　

定
着
性
資
源
部

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

横
山　

耕
平
）

図3　はまぐり推定漁獲対象資源量の推移



茨城さいばいだより令和元年５月１日 （P.7）

　

第
38
回
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
は
、
平
成
29
年
10
月
28
日
に

高
知
県
高
知
市
に
お
い
て
天
皇
皇
后
両
陛
下
の
ご
臨
席
の
も
と
に
開

催
さ
れ
、
本
県
か
ら
総
勢
22
名
か
ら
な
る
参
加
団
を
組
織
し
て
出
席

し
ま
し
た
。
今
回
の
大
会
で
は
式
典
行
事
と
関
連
行
事
へ
の
参
加
を

行
い
ま
し
た
。

　

高
知
市
内
の
「
高
知
市
文
化
プ
ラ
ザ
か
る
ぽ
ー
と
」
に
お
い
て
式

典
行
事
が
開
催
さ
れ
、プ
ロ
ロ
ー
グ
で
は
和
太
鼓
等
の
演
奏
が
あ
り
、

大
会
会
長
の
大
島
理
森
衆
議
院
議
長
か
ら
は
、
平
成
最
後
の
大
会
に

あ
た
り
、
皇
太
子
御
夫
妻
だ
っ
た
頃
か
ら
大
会
に
出
席
し
て
き
た
両

陛
下
に
、「
各
地
で
稚
魚
を
放
流
し
、
関
係
者
を
励
ま
し
て
こ
ら
れ

た
」
と
謝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
豊
か
な
海
づ
く
り
に

功
績
の
あ
っ
た
団
体
へ
の
表
彰
を
は
じ
め
、
最
優
秀
作
文
の
発
表
、

天
皇
皇
后
両
陛
下
か
ら
地
元
漁
業
者
へ
の
稚
魚
等
の
お
手
渡
し
が
行

わ
れ
、高
知
県
出
身
の
坂
本
龍
馬
が
ま
と
め
た
8
か
条
の
国
家
構
想
・

船
中
八
策
に
ち
な
ん
だ
「
海
づ
く
り
八
策
」
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
「
森
・

川
・
海 

か
が
や
く
未
来
へ 

水
の
旅
」
を
テ
ー
マ
に
新
た
な
決
意
を

持
っ
て
、
豊
か
な
環
境
と
生
態
系
の
保
全
に
努
め
て
い
く
と
い
う
大

会
決
議
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
回
の
第
39
回
大
会
は
、秋
田
県
に
お
い
て
令
和
元
年
9
月
8
日（
日
）

に
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。
本
県
か
ら
も
参
加
団
を
組
織
し
て
臨
み

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

●●  

第第
3838
回
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り

回
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り

　

大
会
〜
高
知
家
大
会
〜
へ
の
参
加

　

大
会
〜
高
知
家
大
会
〜
へ
の
参
加

大　

 

森　
　

 

明役
職
・
担
当

　

事
務
局
長

趣
味
・
特
技

　

釣
り
・
山
歩
き

好
き
な
魚
介
類

　

サ
バ
・
イ
ワ
シ
・

ワ
カ
サ
ギ
・
ア
ユ
・
ヤ
マ
メ
な
ど
魚
は
何

で
も
大
好
き
で
す
。

自
己
Ｐ
Ｒ　

栽
培
漁
業
を
推
進
し
、
漁
業

関
係
者
の
皆
様
に
少
し
で
も
お
役
に
た
つ

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

小
谷
部　

麗　

子役
職
・
担
当

　

普
及
啓
発

趣
味
・
特
技

　

家
庭
菜
園

好
き
な
魚
介
類

　

イ
ワ
シ
・
・
・
週
に
２
日
は
食
べ
ま

す
！

自
己
Ｐ
Ｒ　

瀬
戸
内
育
ち
で
、
小
さ
い

頃
か
ら
海
が
大
好
き
で
し
た
。

　

皆
さ
ん
の
お
仕
事
に
ぴ
っ
た
り
と
張

り
付
い
て
、
一
か
ら
勉
強
さ
せ
て
い
た

だ
き
な
が
ら
、
栽
培
漁
業
の
Ｐ
Ｒ
に
努

め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

藤　

咲　

和　

弘

鈴　

木　

正　

伸

山　

崎　

和　

哉

一　

 

柳　
　

慶 役
職
・
担
当

　

魚
類
科

　

マ
コ
ガ
レ
イ
種

　

苗
生
産

趣
味
・
特
技

　

ド
ラ
イ
ブ
・　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

水
族
・
館
巡
り

好
き
な
魚
介
類

　

エ
イ
・
カ
レ
イ

自
己
Ｐ
Ｒ　

４
月
か
ら
新
規
採
用
と
な
り

ま
し
た
。
先
輩
の
方
々
の
力
に
な
れ
る
よ

う
積
極
的
に
動
き
、
施
設
の
今
あ
る
環
境

を
残
し
て
い
け
る
よ
う
に
努
め
た
い
と
思

い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

採　

用　

者

退　

職　

者

協会の人事異動について


